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知っていると便利な お役立て機能と資料、 ライト版（仮）をご紹介します。
ご存知ですか？棚POWERのお役立て機能

例年より長く続いた梅雨も明け、夏本番といった暑い日が続いていますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
熱中症に気をつけつつ、夏祭りや花火など、夏ならではのイベントを楽しみたいですね。

「初期化について」「データのやり取りをしたい」など、サポートセンターにお寄せ頂くお問合
せのうち、頻繁にいただくお問合せを「よくあるお問合せ」として詳細な資料と共に公開してお
ります。

よくあるお問合せなどお役立て資料のご案内

●棚POWER Q&A・よくあるお問合せのご案内

棚POWERを初めて使用する方はもちろん、
社内用マニュアルを作成する場合にも
参考資料としてご利用いただける内容
となっております。

【IConcept ホームページトップ→サポートセンター→Q&A・よくあるお問合せ→よくあるお問合せ】
http://www.iconcept.co.jp/user/toi/

他にも、棚POWER SCHOOL 2009にご来場いただいたユーザー様にお配りした資料を公開しておりま
す。Ver17.00の新機能，星取表の作成方法，POS分析の設定・分析方法など、よくあるお問合せと
同様、図と共に手順を説明した分かり易い内容となっております。是非ご活用ください。

【IConcept ホームページトップ→ニュースリリース→棚POWER SCHOOL 2009開催報告→配布資料】
http://www.iconcept.co.jp/n_release/tpsc2009/
*ご覧になるには、下記ユーザーIDとパスワードが必要です。

操作手順を分かり易く
図に沿って説明してい
ます。

●アンドゥ・リドゥ

●フェイス調整

●ユーザー計算式

フェイシング中、直前に行なった操作を取り消し、元に戻す「ア
ンドゥ」機能。また、直前に取り消した処理を、もう一度繰り返
して実行する「リドゥ」機能を活用することで、作業を円滑に進
めることが可能です。
例えば、間違って商品を棚からカットしてしまった場合に、≪商
品挿入≫や≪商品複写≫から商品を選択、再陳列するのではなく、
「アンドゥ」をクリックすればカット前の状態に戻ります。
画面左下の左側がアンドゥ、右側がリドゥです。

モデル選択後フェイシングを開いて表示するサブメニュー内の≪フェイス調整≫機能をご紹介し
ます。フェイス調整機能は、モデル内の複数台の幅を一括で拡大、縮小すると共に、陳列してい
る商品のフェイスを段毎に調整する機能です。什器幅を拡大するとフェイス増処理、縮小すると
フェイス減処理を行ないます。

アンドゥボタン

ユーザー計算式機能は、棚POWERの基本項目を利用して自由に計算式を作成し、保存しておくこ
とが出来る機能です。例えば、棚割図表や、陳列情報などの帳票に、「粗利」を出力したいが、
売価や原価を登録していない場合に、既に登録している基本売価と基本原価を使用して、ユーザ
ー計算式で[「基本売価」－「基本原価」]と作成し、出力することが可能です。

計算式名に任意のユー
ザー計算式名を設定し
ます。

次に、選択項目より
設定したい項目を指定
し≪登録≫をクリック
します。

例えば、什器幅が900mm→1200mmにサイズ変更となっ
た場合、一括で什器を変更すると共に、売上情報割
当て後、分析結果を選択し、売上金額の多い商品を
対象に自動でフェイスを増やすことが可能です。
在庫数量も自動調整します。

売上金額の出力結果を「千円」
単位でまとめて出力するなど、
自由に作成可能です。

◆売上金額を「千円」単位で
まとめる場合の算出方法

「売上金額」÷1000

ライト版（仮）のご案内

棚割ピッキングシステム『棚SCAN』にライト版が加わります。（仮名称）

実棚でのシミュレーション結果や、店頭の棚割情報の収集に役立つ棚SCANですが、
ライト版では従来のDT-5200版に比べ、よりシンプルな機能・より簡単な操作性を
追求し、価格は本体＋ソフトウェアで98,000円（税別・キャンペーン価格）を予
定しています。詳細は決定次第ご案内いたします。どうぞご期待下さい。

ユーザー様専用ページへのアクセス方法

ダウンロードサイトへのアクセスにはパスワードが必要となり、
バージョンアップＣＤのお届けと同様、正規ユーザー様のみ利用いただくことが可能です。

ユーザー様専用
サポートセンター 無料ダイヤル

０１２０-９８７-５７１

*** 受付時間のお知らせ ***
１０：００～１２：００
１３：００～１７：００
（土日祝日除く）
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第三ステップ･･･各種データの入力と分析

注： 対象企業の店舗分析と商圏との対比分析をしま
すが、どんな仮説を立てるかによって、必要に
なる計算と計算式が変わります。また単年度だ
けを観るのではなく、数年の傾向として捉らえ
る事も重要です。

① ＰＯＳデータを中心とした計数分析
＊売上数量の変化
＊売上金額の変化
＊粗利金額の変化
＊在庫金額の変化
＊回転率の変化
＊粗利益率の変化
＊交差比率の変化
＊貢献度比率の変化
＊ＡＢＣＺ分析
＊クロスＡＢＣＺ分析
（粗利高ABCと売上数量ABC）
＊スペース・売上金額・粗利額・売上数量
など各種計数間の相関分析

＊売れ筋分析
＊メーカー／ブランド別構成比分析
＊サブカテゴリー別構成比分析
＊容量／価格帯分析

：
etc

② 棚データ
＊ゴンドラ本数
＊ゴンドラの高さ
＊ゴンドラの段数と段ごとの高さ
＊ゴンドラの幅
＊ゴンドラの奥行き
＊棚板の厚さ

：
etc

③ 商品データ
＊商品イメージ
＊サイズ（幅／高さ／奥行き）
＊ＪＡＮコード
＊価格
＊カテゴリー名
＊サブカテゴリー名
＊メーカー名
＊商品内容

：
etc

第四ステップ･･･棚割シミュレーション

①現状棚割の再現
＊プラノグラム図

＊スキマティック図
・サブカテゴリーごとにゾーニング
されていること

② 第三ステップの分析を基にした提案棚割作成

第五ステップ･･･棚割表のアウトプット

① 提案棚割表
＊プラノグラム図
＊スキマティック図
・サブカテゴリーごとにゾーニング
されていること

② 説得資料
＊商圏情報
＊３～５年分の棚割図（傾向を観る）
＊粗利ミックス表

第六ステップ･･･小売業への提案

第七ステップ･･･小売業の変更点を考慮した修正案作成と提案
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Ｄ：棚割の４大要素について

そもそも棚割をする目的は、
店頭における「効率的在庫管理」です。
つまり、「品切れ防止」・「過剰在庫削減」を目的とし、
それらを科学的手法{商圏特性を把握し、どう品揃えをし、
どう分類し、どう棚上で陳列（陳列方法・陳列位置・各
ＳＫＵごとのフェイス数）}で体系化した技術なのです。
そこで科学的手法を「棚割の４大要素」として説明して
いきます。

第一の要素は、「品揃え」です。何を売るのか、商品選
択し易く、購入し易い品揃えとは何か
についてです。

ポイントは、扱う当該カテゴリーに対して、店の主張を
顧客に理解させるために、どのような商品
を選択し、どう売場構成を組み立てるかの
技術です。そのためには、

１：店の主張は何か
２：売場のコンセプトは何か
３：自社の品揃えコンセプトは何か
４：自社の価格政策は
５：自社実販売数量・粗利益動向は
６：市場規模と成長性の確認は
７：メーカー動向は
８：全国での扱い状況は
９：エリア内の扱い状況は

１０：商圏内消費動向は
１１：商圏内競合店の扱い状況は

上記の確認が「品揃え」をする前提になります。
また、「品揃え」の要因ポイントとして以下の決定が
必要です。

１．サブカテゴリーの分類基準の決定
２．サブカテゴリー数の決定
３．サブカテゴリー構成の決定
４．サブカテゴリー内アイテム数・構成の

決定
５．サブカテゴリー内ＳＫＵ数・構成の

決定
６．メーカー構成の決定
７．価格構成の決定

① ポピュラー・プライス・ゾーン
② モデレート・プライス・ゾーン
③ ベター・プライス・ゾーン
④ ベスト・プライス・ゾーン

８．商品のライフサイクル上のポジション

※企業ライセンス・ATW版含む

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサ
ービスとなります。

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用の
ID・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用ID・パスワードはFAX送信させていただいており
ます

最新の「インフォメーション」をご参照ください。

・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座

http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.h
tm

第58回の内容は 「陳列技術 11」 です。

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサ
ービスとなります。

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用の
ID・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用ID・パスワードはFAX送信させていただいており
ます

最新の「インフォメーション」をご参照ください。

・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座

http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.h
tm

第59回の内容は 「陳列技術 12」 です。


